
参加・参画・協働による魅力あるまちづくりの基本指針

宗像市
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「宗像、カタロウ」ってどんなこと？

まちづくりの基本は「市民参加」から

「市民参加」と「市民参画」

「協働」ってどんなこと？

なぜ、「協働」が必要なの？

「協働」は誰がするの？

「協働」にはどんな形があるの？

「協働」の効果

「協働」の拠点

新しい地域課題への取り組み

子ども・子育て支援の現状と課題

高齢者生きがいづくり・支援の現状と課題

「生涯学習」と「社会教育」の役割を知ろう 

地域資源を活用して交流をしよう 

まずは相談して、行動しよう

支援内容についてもっと知りたい！

本冊子はダイジェスト版のため、内容を簡略しています。
詳細の内容については、以下の宗像市HPまたはQRコードから冊子をダウンロードしてご覧ください。

https://www.city.munakata.lg.jp/040/050/110/index.htmlURL

検索宗像、カタロウ
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「宗像、カタロウ」ってどんなこと？

　宗像市のまちづくりは、これまで多くの市民の力＝『市民力』によって支えられてきま

した。この『市民力』は、これからさらに魅力あるまちに発展していくために、また多様

化する社会的な課題解決のために、今後ますます必要となってきます。

今こそ、『市民力』がまちづくりの大きなパワーとなります。

　タイトル「宗像、カタロウ」には、市民一人ひとりがまちづくりの主役であり、宗像のま

ちづくりについて一緒に〝語ろう″、宗像のまちづくりに一緒に〝かたろう（加わろう）″と

いう意味を込めています。
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語ろう かたろう
（加わろう）



まちづくりの基本は「市民参加」から

　みなさんは、普段なにげなく日常を過ごしているようで、いろいろなカタチで地域の

行事やイベントに関心をもち、参加しています。参加をきっかけに、〝住んでいる地域や

宗像を身近に感じた″〝宗像をもっと知りたくなった″ことはありませんか？

〝何かしたい！″ など、自分のできることを考えてみることも参加のひとつです。

参加してみると、それが自分自身の楽しみややりがいとなり、さらに地域のつながりや

活気を生みます。

まちづくりは、一人ひとりの市民参加からはじまります！
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子どもたちのため

 

「まち」に関心をもって

いっぽ踏み出そう

 

学校PTAや子ども会などの活動 
自分の地域のため

まつりや文化祭などの行事に参加

困っているだれかのため
ボランティア活動や市民活動

次世代に伝えるため
宗像の歴史を学ぶ

きれいなまちを保つため
釣川クリーン作戦などの清掃活動



 

　「市民参加」や「市民参画」と聞くと、 “すごく難しいこと” “何か特別なこと” ・・と

感じる人も多いのではないかと思います。たとえば、いつもの散歩のついでにゴミ拾い

をすることや家庭でゴミの分別をすることも 「市民参加」のはじめのいっぽです。

　一方で、「市民参画」は企画や検討の段階から自分から主体的にかかわっていきます。

企画したイベントなどでは、いっぽ踏み出して参加する人たちを受け入れる『場』にも

なります。

　市民一人ひとりが快適で、安全で、ぬくもりのある暮らしのカタチを実現するため、

宗像市には市民がまちづくりにかかわることができるしくみがあります。

市民の意見を反映させるための手続きをルール化！

●計画、条例 ●市民生活に大きく影響する制度

●大きな公共施設の設置にかかわる基本計画など

●附属機関等の設置 ●市民説明会

●市民意見提出手続(パブリック・コメント) ●市民ワークショップ

市民の代表として会議に参加！ 市民と市、市民同士の議論を深める！

だれでも声を挙げやすい！ 参加者の意見を集約！

①計画・条例などの案を作成

②案の公表、市民の皆さんから意見を募集
 （募集期間：30日以上）

③意見を考慮し、案を決定

④提出された意見と市の考え方を公表
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市民参画条例

市民参画の

対象

市民参画の

方法

「市民参加」 と 「市民参画」

手続きの流れ

市民の皆さん

宗像市
 

公表は市ホーム
ページなどで！

意見の提出



　それぞれがもつ知識や知恵を持ち寄り、対等な立場で、同じ目的に向かって共に

活動し、地域課題に向けて取り組むことを「協働」といいます。

「協働」は ”住みよい魅力あるまち” にするための重要な手段のひとつです！

*主体…宗像市をより魅力あるまちにするための共通の目的をもつ組織
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「協働」 ってどんなこと？

　価値観の多様化やライフスタイルの変化などにより、個々の課題に対し、これまで

以上に多岐にわたるサービスの提供が必要になってきています。

また、過去にあった大災害の経験から、人と人とのつながりの大切さや地域コミュニティ

の重要性などが改めて認識されています。

　今、自ら動き、さまざまな主体の「協働」により、知識や知恵を持ち寄って共に課題

に対応していくことが求められています。

宗像市は、市民との「協働」によるまちづくりを推進しています。

なぜ、「協働」が必要なの？

「協働」の主体*は、

 ●ボランティアなどの個人

 ●自治会、PTAなどの地域団体

 ●幼稚園、学校などの教育研究機関

 ●行政

 など、多岐にわたります。

「協働」は誰がするの？

主体

個人

地域団体

公共的団体

市民団体

教育研究
機関

福祉施設・
医療機関

その他

行政

議会

事業者



“地域の子どもは地域で守り育てる”

吉武地区コミュニティ運営協議会と学校が連携・

協働して子ども育成活動に平成２５年６月から取り

組んでいます。

市内２大学・２高校が協働し、それぞれがもつ知的

資源や専門性を活かし、相互交流や学びの場を

創り出しています。

　「協働」には、【行政×民間】との連携だけでなく、【民間×民間】による「協働」も

たくさん展開されています。さまざまな主体が協力し合って取り組むことで、地域への

関心もより高まり、社会参加へのきっかけになります。

「協働」にはどんな形があるの？

正助さんの寺子屋

むなかた大学のまち協議会

「ポップアップキャンパスinむなかた～大学生・高校生と交流する１日限り
のキャンパス！～」 開催の様子(令和元年１２月）

地域の有志ボランティアによる竹細工体験の様子

地域団体

教育研究
機関

教育研究
機関

地域

行政
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取 組 紹 介

＊正助さん…江戸時代に吉武地区武丸に実在した親孝行で世の評判となった人物

＊



　お互いの立場や役割を知ることで、より効果的な課題解決が期待できるだけでなく、

新たな気づきが生まれ、横のつながりや信頼関係を築くことができます。

このような関係づくりは、いつ発生するかわからない大規模災害時にも、とても大きな

役割を果たします。

　住みよい魅力あるまちづくりにつながるとともに災害時にも強い『まち』となります。

　まちづくりとかかわりの深い「協働」の主体の活動拠点を整備しています。

「協働」の効果

「協働」の拠点

市内の協働の主体の概要 主な活動拠点

NPO法人・
市民活動団体

メイトム宗像・コミセン

自治会 自治公民館・コミセン

コミュニティ
運営協議会

コミセン

大学 大学の施設・市内各所

企業等 企業の施設・市内各所

福祉、子育て、文化などの分野において
１５０を超える団体が活動

１４３の自治会がそれぞれの地域の
特色に沿った自治会活動を展開

市内２大学、近隣の大学と連携し、施策
推進などに取り組む

地域づくりのパートナーとして、
地域社会に貢献する取組を展開

それぞれの自治会等に共通した課題の
解決などを目的に、市内１２地区にコミュ
ニティを形成しまちづくりに取り組む
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子ども・子育て支援の現状と課題

高齢者生きがいづくり・支援の現状と課題

取 組 紹 介

取 組 紹 介

令和２年度中央学園運営協議会（第２回）の様子

交流サロン開催の様子

高齢化率が４０%を超えた吉武地区（令和２年９月末時点）で
は、地域での支え合いによる豊かな福祉づくりを目的に、福祉
施設を活用したサロンなどを平成２９年から開催しています。

福祉の郷づくり会

学園（中学校区）と保護者、地域の皆さんとの対話の場を大切
に、目的を共有し、協働で進める学校づくりを目指しています。

コミュニティ・スクール （学校運営協議会制度）

新しい地域課題への取り組み

　地域の課題は、子どもの見守り、高齢者の福祉、防災、環境美化など、多岐にわたり

ます。近年では特に『子ども・子育て支援』や『高齢者支援』が重要な課題となってい

ます。各地域において、それぞれの特色を活かし、さまざまな主体が共通の目的を共有

しながら活動するなど、課題解決に取り組んでいます。

少子高齢化、核家族化、地域のつながりの希薄化などの課題に対応していくために、

地域全体で子どもの見守り、その保護者の支援が求められています。

宗像市の高齢化率は今後も上昇し続ける見込みのなか、高齢者が安心して自分らしく

暮らすことができるように地域で支えるしくみが求められています。
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生涯学習＝ 「学ぶ者」に着目(概念)

＝ 「教える者」と「学ぶ者」によって
    行われる行為

 「学ぶ者」のみによる行為

学校・家庭以外の広く「社会」において行われる教育 読書、スポーツなど

家庭教育
による学習

学校教育
による学習

社会教育
による学習

＝

「フラワーアレンジメント学級」開催の様子

自己学習教育による学習

生涯学習と社会教育の概念を整理すると…

１ 2 3
社会の変化に対応
した学ぶ機会の

提供

社会参加の機会や
地域とのつながりの

創出

地域コミュニティの
維持・活性への

貢献

＝

コーヒー1杯分の価格でいつでもどこでも誰でも
身近に学べます。
自分たちのやりたい学習を自らが指導者となって
相互に学習できるように市民の中から指導者を
発掘し、指導者と学びたい人をつなぎます。

むなかた市民学習ネットワーク　（昭和５９年～）

取 組 紹 介

「生涯学習」と「社会教育」の役割を知ろう

“乳幼児期から高齢期まで、生涯のあらゆる時期に行われる学習活動”の「生涯学習」

や“学校・家庭以外の広く社会で行われる教育”の「社会教育」は、次の３つの役割が

期待されます。

　宗像市は、市民が学んだり、つながるための『場づくり』に取り組んでいます。
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〝何事も池野からはじめていく″
池野地区の豊富な地域資源（農産物・郷土料理）を活用し、地域を活性化させることを目的に活動して
います。季節の果物を加工したジャム作りや地域の農村部と新興団地等に住む人たちとの交流を
図る取組『郷土料理 鶏すき』交流会などを開催しています。

玄海灘と響灘がぶつかり合い、常に潮が立っている場所「曽根（そね）」で育つ天然のわかめの品質
統一、ブランド化などを通じて貴重な資源を守っていく活動をしています。この活動が島民同士の交流
や島の後継者育成にもつながっています。

池野コミュニティ
まちづくり計画「フロムいけの」（平成２８年～） 池野地区まちづくり関係者

宗像漁協 地島支所
わかめ漁関係者

地域資源を活用して交流をしよう

　地域住民が恵まれた地域資源を活用し、課題の解決を図る取組です。地域の絆や

交流、後継者育成など、新たな価値を生み出すことも期待されます。

　宗像市は、住民同士の合意形成や活動の伴走支援を実施しています。
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主体

主体

取 組 紹 介

地島天然わかめブランド化グループ （平成２７年～）



支援内容 支援制度等 対象 相談窓口

個人

団体

情報発信

公共施設利用

メイトム宗像
設備利用

コミュニティ
協働推進課

コミュニティ
協働推進課

子ども育成課

市民活動・
NPOセンター
（メイトム宗像内）

市民活動・
NPOセンター
（メイトム宗像内）

市民活動・
NPOセンター
（メイトム宗像内）

ボランティア
センター
（メイトム宗像内）

分野

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

市
民
活
動

市民活動・
ボランティア体験

ボランティア
コーディネート

ボランティア養成

市民活動・NPOに
関する情報の取得

活動保険

事業実施・
費用の補助

市民活動・ボランティア体験プログラム

ボランティアネットワーク

個人

個人
・
団体

個人
・
団体

子ども支援ボランティア養成講座

NPO情報紙の発行

市民活動総合補償制度

人づくりでまちづくり事業補助金

市民活動団体登録

公共施設使用料減免制度

スモールオフィス

コーディネートスペース

いっぽ踏み出す人を後押しします。

ボランティアをしたい人としてほしい人を結び付けます。

子ども・子育て支援に関わる人材を育成します。

ボランティアや市民活動に関する情報をわかりやすく
発信しています。

安心して活動できるように市が活動保険に加入してい
ます。

地域や社会の課題を解決するために活動する事業経費
の一部を補助します。申請書作成等のサポートもします。

団体の情報、イベント情報をメイトム宗像のホームページ
を通じて発信できます。

メイトム宗像などの施設使用料の減免を受けることが
できます。

市民活動団体が利用できるレンタルオフィスです。

打合せなどができるスペースです。

まずは相談して、行動しよう

　宗像市は、さまざまな角度から市民の参加、参画、協働をサポートしています。

これからいっぽを踏み出す人のためのきっかけづくりやすでに参加して活動している人

の環境づくりをしています。

まずは支援制度を知って、相談して、行動してみませんか？
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支援内容 支援制度等 対象 相談窓口

団体

コミュニティ
協働推進課

市民活動・
NPOセンター
（メイトム宗像内）

分野

ま
ち
づ
く
り

自
治
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

情報発信の
知識や技能の取得

まちづくりの知識や
企画力の取得

企画運営サポート

活動資金の交付

自治公民館の
整備充実

個人
・
団体

コミュニティ
運営協議会

自治会

情報発信セミナーの開催
情報発信力のスキルアップとしてSNSの活用方法や
広報紙を作るコツなどを学ぶことができるセミナーです。

まちづくりセミナーの開催
まちづくりに関する知識を学び企画力のスキルアップ
としてワークショップなどを開催しています。

企画(活動)サポートプログラム
企画内容に対するアドバイスや企画運営のサポートを
します。

まちづくり交付金制度
地域住民の知恵やアイディアを活かした事業の推進や
地域課題の解決に充てることができます。

自治公民館建築補助金
自主避難場所としてなどの機能整備に要する経費の
一部を補助します。

支援内容についてもっと知りたい ！
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宗像市
ホームページ▶

メイトム宗像
ホームページ▶

市民活動・NPOセンター(メイトム宗像内)

☎ 0940-36-0311 平日 9:00～１７：００受付

 
ボランティア
センター
ホームページ▶

ボランティアセンター(メイトム宗像内)

☎ 0940-37-4100 平日 8:30～１７：００受付

[市]コミュニティ協働推進課

☎ 0940-36-5394 平日 8:30～１７：００受付

[市]子ども育成課

☎ 0940-36-1214 平日 8:30～１７：００受付
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